
第 3節 SD39の詳細 (古墳時代後期後葉の溝)
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Fig.100 SD39土 層断面写真 (上からFig.98の A、 B、 Cラ イン)



第 6章  G区の調査

拡大図Fig。 103
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Fig.101 SD39上面 遺物分布図① (S=1/100)
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6.大刀と遺物集中部 (SX08)
SD39上面から出土した多数の遺物のうち、

最も目をひくものが 2振 りの大刀である。こ

れはSD39の西寄り、調査区の壁際から出土

した。Fig.101の なかで四角く囲んだ部分に

あたり、詳細な出土状況をFig。 103に示して

いる。

大刀は残存長 109.5cmの 大刀 1と 、やや短

く残存長89.7cmの大刀 2の 2振 りである。両

者は切先方向を逆向きに、刃を向かい合わせ

にして置かれていた。ともに侃表面を上にし

ている。出土位置の標高はともに73mで、
SD39の (検出)最上面からは30cmほ ど低い。

傾きは無く水平に寝かされている。柄木や鞘

木などの有機質部分は完全に痕跡を失ってお

り、鉄製の刀身だけが残存していた。大刀 2

の刀身ごく一部に木質が付着しており木製容

器に納められていた可能性もあるが、矛盾も

多く断定できない。その他の刀を梱包するよ

うな布なども、痕跡が全く無いため有無自体

が不明である。

図示したように、大刀の周辺には多数の遺

物が集中して出土 した。集中の中心は大刀か

ら1.5mほ ど離れており、垂直分布では大刀

より20～ 30clll高 い。個体数が把握できる主な

内容を記すと、須恵器は必蓋 2、 郭身 3、 甕、

高邦 1、 土師器は大型高郭 1以上、甕 1以上、

甑 1以上、移動式竃 1以上、土製品として土

製支脚 1以上、土玉 5、 手担ね土器 1である。

土師器高界は正立した状態を保っており、

その傍らの須恵器メも、身に蓋がきちんと重

なった状態で出土した。乱雑に投げ捨てられ

たというより、ある程度丁寧に置かれた状態

を保っている。器種構成をみると、須恵器の

供膳具と土師器の炊飯具の主要な器種がひと

通り含まれており、単なる破損品・不要品の

廃棄という印象ではなく、意図的に選別され

たひとそろいの器種が目的をもって置かれて

いるような感じを受ける。その印象を強める

のが、 5個体出土 した土製の玉と、手捏ね土

器である。土玉は土器群の中に混じるように

して、さらに手捏ね土器は大刀の至近から出

上している。これらは日常生活で使用される

ものではなく、信仰・精神的な営みに用いら

れるもので、一言でくくるならば祭祀に関わ

る行為に伴うものである。

これらの上器 。土製品群と大刀との関係は

判然としない。大刀の出土地点の方が若干低

いため両者が置かれた時期には時間差がある

とみることもできるが、SD39は 溝跡でもと

もと高低差があるはずだから、共に同時に置

かれたと考えることも可能である。長さ50m

にわたって検出したSD39の なかで、 これほ

ど特殊性のある遺物が集中しているのはこの

一画が際だっており、大刀と土器 。土製品群

が無関係に至近距離から出上 したとは考えに

くい。同時に置かれたと見るのが自然ではな

いだろうか。同時であるならば、大刀はわず

かに水流のある溝の深い部分に置かれ、土器・

土製品は溝の縁あたりにまとめて置かれたと

考えられる。土層の堆積状況をみると、これ

らが置かれた後は特別に被覆土などがされる

ことなく、露出したまま放置され、その後時

間が経過して次第に埋没していったとみられ

る。この間に土器などは破損し一部は流失し

てしまったと思われるが、正立 した高堺や郭

の蓋と身の関係が乱されていないことから、

それほど強い水流はなかったことが分かる。

鉄製大刀が意図的に放置された遺構の調査

事例は、古墳や横穴墓のように埋葬に伴う副

葬品として置かれる場合を除けば極めて稀少

である。周囲の土製品には手捏ね土器や土玉

など特殊な物も多く、祭祀的な行為に伴って

置かれたものと判断される。 しかし出土地点

が祭祀行為のおこなわれた場所そのものであ

るか、あるいは集落内など別の場所でおこな

われる行為に使用された物が最終的に出土地

点に置かれたものかは、出土状況からだけで

は判断できない。出土地点は神戸川へ合流す

る流れのゆるやかな流路水際であるから、川

あるいは水を対象とした行為であった可能性

も指摘できるが、断定はできない。

なお上記の遺物を取り上げた後、土器・土

製品が集中していた範囲の直下に、土坑状に

SD39底面が窪む箇所を確認 した。 これを仮

にSX08と して、断面を残 しながら掘り進め

た。その際の写真がFig.105-3で ある。こ

の時にはSX08は SD39と 別の上坑という先入
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第 6章 G区の調査

t・蛇 :転

1.北西から
2.Fig。 103周辺、指さしているのは土王の位置

3.南東寄りの遺物集中部分
4.同上

Fig.104 SD39上面 遺物出土状況写真①
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1.Fig.103周 辺、北東から

2.大刀出土状況 (Fig.106-1・ 2)

3.SX08(Fig.103遺 物集中下の土坑、北東から)

4.SD39下層遺物の出土状況

遺物出土状況写真②
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観があったため写真のような楕円形の上坑状

に掘ってしまったが、その後断ち割って断面

を確認したところ、写真で掘り残したような

土坑の壁の立ち上がりは確認できず、SD39

と一連の埋上が、切り合い無く堆積していた。

従ってSX08は上から掘り込まれた土坑では

なく溝SD39の一部で、よどみのように底面

がやや深くなった箇所と判断される。土器の

集中と平面的に重なっている点が気になるが、

土器が置かれた時点でこの深まり (SX08)は

完全に埋まっており、直接の関係は無いとみ

られる。

7.SD39上面 遺物の時期

出土 した遺物のうち主要なものはFig。 106

以降に実測図を掲載した。掲載しなかったも

のは小片か甕の体部などの特徴が少ないもの

で、時期を検討する余地がある資料は掲載し

たもので網羅 している。

以下では遺物の時期について検討を加える。

結論として、SD39上層の遺物は出雲 4～ 5

期 (陶邑TK209型式～飛鳥編年 二期にほぼ併

行)の ものであることを導いている。なお、

本項では全体を概観することとして、個々の

資料詳細については次項で述べることとする。

古墳時代後期～奈良時代の土師器、特に煮

炊具は変化する属性が基本的に乏しく、また

生産される体制を反映して地域や遺跡、さら

には製作者ごとのばらつきが大きい。こうし

た理由から、多量に出土している土師器は時

期を検討するのに良好な資料とは言えない。

結果、やはり端的に時期を示す資料として須

恵器を重視することになる。

出雲地域の須恵器について編年をまとめた

論考として大谷晃二氏の成果がある
(1)。
大谷

氏が扱った具体資料は出雲東部の横穴墓が中

心で、出雲西部の集落遺跡である本例とは地

域や遺跡の性格の面で異なるが、基本的に当

該期の出雲の須恵器は一極集中して生産され

ており、基本的に問題なく適用できる。

大谷氏の示した方法は各器種ごとに型式学

的検討を加えて器種ごとの変遷 (「型式組列」)

を明らかにし、その結果と一括資料における

供伴関係を組み合わせることで特定時期にお

けるいわば各器種の型式組成を示す、という

ものである。以下ではSD39上層出土の須恵

器各器種について大谷氏の型式分類にあては

めて検討を加える。

まず時間差による変化を最も端的に反映し

ていると認められる郭蓋についてみる。次項

で詳細をのべるように、SD39上層出上の雰

蓋は天丼部の周辺部に 1～ 2周の浅いケズリ

を施すものと、ケズリをおこなわずヘラ切り

のままナデで調整するものが中′己ヽである。両

者は大谷分類のメ蓋A5型とA7型にそれぞ
れ該当する

(2)。
型式組列の設定に天丼部調整

(ケ ズリの省略化)を最重視する大谷氏の分
類に拠れば、A5型→A6型→A7型と連続
的に変化するものと捉えられているが、本例

の場合はA5型とした個体のケズリも非常に
浅く簡略化 しており、しかも天丼部調整以外

の要素はいずれも新 しい様相(3)を 示 してい

る。つまり大谷氏が設定したA5型の基準に
は厳密には当たらないことになる。したがっ

て、大谷氏分類の邪蓋型式としてはA5型～
A7型であるが、実際には後出するA7型の
バリエーションとみるべきだろう。

次に高郭をみてみる。低脚無蓋高堺 Fig。

108-43と 44が良好な資料である。43は堺部

の沈線が完全に省略されておりA5型、44は
一方の透かしが切れ目になり、かつ脚端部が

外傾する面をもつ点からA6型に相当する。
長脚無蓋高界は資料の条件が良 くないが、

Fig.108-38が A5型またはA6型、40カベB
2型またはB3型と判断される。
その他の器種は資料数が少ないながら、

(1)大谷晃二1994「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根考古学会誌』第11集 島根考古学会

(2)実際には非常に浅いケズリを最外周のみに施すA6型が含まれる可能性があるが、ナデが丁寧な
場合はケズリの痕跡が消えてA7型 と判別できない。
(3)具体的には口縁端部に段が無く単純な形状、肩部に沈線を持たない、という特徴を指す。



Fig.107-30の 提瓶がつまみの形状からB2

型に、31の腿がA5型以前の型式に位置づけ
られる。

以上、やや煩雑になったが大谷氏の分類に

拠って各器種の型式を検討した。これを一括

資料による供伴関係を示した表 (前頁註 (1)

文献第14図)に あてはめると、これらの型式

の存続期間が出雲 4～ 5期に限られているこ

とが矛盾無く導かれる。大谷氏の認識する出

雲編年 4期 と 5期を画期づけるメルクマール

として、 5期における郭蓋天丼部のケズリ完

全省略化と、新たな器種として平瓶の出現が

あげられているが、この区分に明確な境界を

伴う時間差を認めることは難しそうである。

少なくとも本例についてはA5型 とした郭蓋

(出雲 4期の指標)に も新 しい要素があり、

強いて時期幅を狭めるならば出雲 4期新相～

5期といえるだろう。

出雲の地域編年と畿内編年との併行関係は

須恵器そのものから言及しにくいが、古墳に

副葬された馬具・装飾大刀を介在して、出雲

4期の須恵器がTK209型式の須恵器とほぼ同

時期に副葬されているとみれそうである。出

雲 5期については良好な比較資料に恵まれな

いが、TK209型式か飛鳥編年の飛鳥 I期 にほ

ぼ併行すると現時点では考えられる。実年代

については検討の余地があり軽々に断じがた

いが、従来の年代観に沿えば 6世紀末～ 7世

紀第 1四半期頃となろう。

本例は集落出土の投棄遺物群であり、一定

の使用期間を考慮する必要がある。したがっ

て、使用期間の長短を反映して遺物の中には

幾分古い様相を示す資料が含まれる。具体蜘

には郭蓋の肩部に沈線や稜が残るもの、阻の

頸部に波状文が残るもの、などである。また、

次項で個々に応ゝれるように遺物の中には明ら

かに時期が下る資料が含まれる。具体的には

須恵器蓋郭Fig。 107-16・ 17・ 28で ある。こ

れらは8D39上面から掘り込まれた土坑など

の遺構に含まれていたものを区別せずに掘っ

てしまった結果と考えざるを得ない。

第 3節 SD39の詳細 (古墳時代後期後葉の溝)

8.SD39上面 遺物の詳細

以下ではFig。 106以降に実測図を掲載 した

遺物について、詳細を述べる。なお寸法や調

整、色調、残存度などの基本的なデータは

Tab。 17～ 20の観察表に記 しており、本項で

はそれ以外の特記するべき点に限っておゝれる

こととする。

1・ 2は鉄製の大刀である。 (実測図Fig.

106、 写真Fig。 117・ 118)出土状況はP,108

で述べている。出土後に保存処理を施した。

実測図は処理前、写真は処理後のものである。

1は残存全長 109.5cm、 切先から関までの

刀身残存長が90.6cm、 茎の残存長18.9cmで あ

る。切先と茎尻の両端部をわずかに欠くほか

は完形で出土した。欠損分を復元して推定す

ると推定全長110.lcmで ある。刃幅は切先近

くで3.9clll、 関近くの最大幅で4 5cmあ り、幅

広のがっしりした大刀である。出土後に樹脂

含浸などの保存処理を施しておりあくまで参

考値であるが、現在での重量は1,220gあ る。

形状は古墳時代に通有の直線的な直刃で、刃

背ともに反りは全くない。切先は先端をわず

かに欠くが丸味が強くゆるやかに応ゝくらがつ

く。背厚は切先付近の最も薄い部分で4.2mm

前後、関に向けて直線的に厚くなり、関近く

で9,9mmほ どと非常に厚い
(1)。
錆のため判然

としないが、館筋らしいラインが両面にみら

れる。関は刃側に 2段、背側に 1段設ける両

関で、茎へむけて直線的に続く。茎の目釘孔

は2箇所設けられている。目釘は有機質であっ

たらしく、孔内には残存していない。茎の先

端形状は不明である。柄・鞘ともに痕跡を含

め木質は全く残っていない。そのため出土地

点に置かれた時、柄・鞘が装着されていたか

どうかも不明である。少なくとも鞘口。鞘尻

や、鍔、柄頭、鋼などには金属製の部品があっ

た痕跡は無く、本来鞘・柄が装着されて置か

れていたとすれば完全に素木の装具であった

ことになる。側面形はわずかに反っているが、

出土するまでの上中における経年変化だと考

えられる。

(1)数値は錆の厚みを含む現状値である。
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2は残存全長89,7cm、 切先から関までの刀

身残存長が77.7cm、 茎の残存長12.Oc14である。

切先と茎尻の両端部をわずかに欠き、復元推

定全長は90.2cnlほ どである。取り上げ時に茎

基部で 2つ に折れたが、ほぼ完形で出土した。

刃幅は切先近 くで2.5cm、 関近 くの最大幅で

2.6cmで、刃幅の変化がほとんどなく刃と背

が平行する。 1の大刀に比べて細身である。

あくまで参考値ながら、現在での重量は530

gで 1の半分以下である。形状は 1と 同じ直

線的な直刃だが、背側にごくわずかな外反す

る反りがある。切先はゆるやかにふくらがつ

く。背厚は切先付近で5。 lmm前後、関近 くで

8.211mほ どである。関は刃側に大きく1段、

背側には不明瞭ながら小さな段を 1段ずつ設

ける両関で、茎へむけてわずかに内湾してい

く。茎の目釘孔は 2箇所設けられ、やはり目

釘は残存していない。侃表面の刀身関近くに

2× 3 cmの 範囲で木質の付着が認められた。

木質繊維方向は刃のラインに斜行しており、

鞘木が原位置を保って残存したものとは考え

られない。同じく刀身侃表面の中間位置にも

わずかに木質付着が認めらるが、やはり繊維

方向はランダムである。木製容器・箱に大刀

が納められていたとも考えられるが、それに

しても繊維方向が斜行するのは矛盾が生じ、

いずれにしても木質の機能については不明で

ある。 1の大刀と同様に鞘口・鞘尻や、鍔、

柄頭、鋼などの金属製の装具があった痕跡は

全く無い。側面形は蛇行するように大きく反っ

ているが、これも土中における経年変化だと

考えられる。

3～ 17は須恵器堺蓋である。 (実測図Fig.

107、 写真Fig。 118・ 119)3。 4・ 8が遺存

状態が良く、他は口縁を中心とした破片であ

る。必蓋の型式変化を端的に示すと考えられ

る天丼部のケズリの範囲に着目すると、①中

心部のヘラ切り痕を残してその周辺を 2～ 3

周削り、さらに中心部を重点的にナデを施す

もの(1)(3・ 4・ 7・ 8)と 、②ケズリが無

く、ヘラ切り後の中心部をナデ調整によって

ならすもの (6・ 9・ 11)(2)と に分かれる。

両者ともに共通する特徴として、口縁形状が

まるく端部内面に沈線 。段など設けない単純

なタイプであることと、肩部に沈線・稜をも

たない点があげられる。口径は残りの良い 3

が12.6cm、  4が 12.8c14、  8が 12,3c14で ある。

肩部の沈線がすでに省略されている点で若干

型式差があるものの、大谷晃二氏の型式分

類
(3)に あてはめれば①がA5型、②がA7
型に概ね該当する。両者の時期についてはP.

112に記 した。これらと比べて古い要素を残

すものがその他にいくつか認められる。まず

口縁端部内面に着目すると、ナデによって段

状に仕上げた 5と 、端部から少し上がったと

ころに細い沈線を施す10。 14が古相の特徴を

備えるものである。さらに肩部についてみる

と、沈線とナデで稜を作り出している14・ 15、

また稜は表現していないが、 2条の沈線を施

した 5が古相の特徴をもつ。いずれも天丼部

が残っていないため断言できないが、上記の

5。 10・ 14・ 15の製作時期は他のものに比べ

てわずかに古い可能性がある。 しかしその隔

たりはわずかなもので、使用期間の長短を加

味すれば一括投棄による供伴資料として扱っ

て問題はない。ところが、16・ 17は低い宝珠

形のつまみをもつ堺蓋で、明らかに時期の下

るものである。こうした新しい時期の遺物は

SD39上面から出上 した全遺物のなかでこの

2点と郭身28だ けである。落ち込みや土坑な

ど遺構が確認できなかったため一括して図示

したが、実際にはSD39の上面から掘り込ま

れた後世の遺構に伴うものであると考えられ

る。

18～ 28は須恵器郭身である。 (実測図Fig.

107、 写真Fig。 119・ 120)底部が残るのは18・

(1)大谷晃二氏の分類による天丼部調整Ⅱb類に相当する。 (大谷晃二1994「出雲地域の須恵器の編年
と地域色」『島根考古学会誌』第11集 島根考古学会)

(2)前掲註(2)の天丼部調整Ⅲ a類に相当。

(3)前頁脚注(2)文献と同じ。



19・ 23・ 24で、23のみ中心部から丁寧なケズ

リがある以外は、いずれも中心部にヘラ切り

痕を残 し粗くナデを施す。破片が大きく信頼

度が高い個体に限定すると、口縁径は18が

14.8clll、 19が 13.6cmで あった。図示 したほか

に完形の雰身が 1点あったが、出土してから

取り上げをおこなうまでの間に現地で盗難に

道い紛失してしまった。28は高台付きの小型

の郭身で、堺蓋16・ 17と 同様に時期が下るも

のである。後世の遺構による混入と判断され

る。

29～ 34と 37は種々の器種の須恵器である。

33は提瓶口縁の可能性がある。須恵器の器種

組成は蓋堺、甕、高堺が中心であり、それ以

外の器種は非常に少ない。掲載したものにつ

いても、いずれも破片で遺存状態が悪い。図

示したほかに完形の短頸壺 1点があったが、

出土 してから取り上げるまでの間に盗難に遭

い紛失してしまった。

35・ 36は須恵器甕である。(実測図Fig。 108、

写真Fig。 120)甕の破片は総量で26,600gあ

り、SD39の東側に比較的多くまとまって出

土した。図化できる程度まで復元できたのは

35のみである。接合復元できたのは 1個体の

50%ほ どだが、この他にも同一個体の可能性

がある破片が周辺から出土しており、完形か、

もしくはごく一部を欠いた甕を出土地点近 く

に持ちこんだものと考えられる。

38～ 45は須恵器高堺である。 (実測図Fig.

108、 写真Fig。 121・ 122)バ リエーションに

富み、個体差が大きい。有蓋高郭は42のみで

ある。段の区別はなく1段で、 2方に透かし

を持つ。図示した面は方形透かしだが、反対

面は三角形透かしである。低脚無蓋高界は43

と44で、不確実ながら39と 45も該当するとみ

られる。39・ 43・ 45は いずれも2方方形透か

し、44は一方が三角透かし、他方が切れ目で

ある。残る38・ 40・ 41は長脚無蓋高ヌとみら

れる。いずれも3方に透かしをもつ。38は堺

部底面が平坦で側面が直立し、脚の短小化が

進んだものである。上段の透かしは切れ日、

下段はしっかりした方形で、両者間の沈線は

省略されている。40は透かしの傾きから三角

形透かしとして図示したが、実際には透かし
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の片側しか残っていないため、方形透かしの

可能性も残る。41は脚上部が細くしばられて

いるため、長脚と判断した。蓋の有無は実際

には不明である。幅の細い方形透かしを 3方

に配している。

46～ 59は土師器高郭である。 (実測図Fig.

109、 写真Fig,122～ 125)図示 した以外にも

大型の赤彩高堺が 1点あったが (Fig。 103)、

盗難に遭って紛失 した。46～ 55は外面に赤色

塗彩が施される。郭部の残りは悪いが、稜を

つくらずゆるやかに内湾する器形である。口

縁は大きく開いて立ち上がりは低い。調整は

脚外面にハケロの有無などの差異があるもの

の、基本的に脚内面がケズリと指ナデ、外面

がナデとハケロで共通し、ナデによって生じ

た稜を残すなど総じて粗雑である。成形方法

は一様でなく、図示した10点のなかでも、堺

部と脚の接合方法と脚の成形方法にいくつか

のバリエーションが見て取れそうである。具

体的に以下に示す。まず①堺部の基部に軸棒

状の突起をつくりだし、これに脚部をまきつ

けるようにして成形するもの、である。Fig。

109-49・ 53が確実な例で、その他の47・ 52・

54が該当する可能性がある。まきつけた脚部

が接合面で剥離しやすいため、郭部から延び

る軸棒が外観からも観察される (写真Fig.

123、 124)。 接合部の厚み (堺部内面底から

脚部内面頂部までの距離)は軸棒の長さによっ

て決まり、比較的薄い。脚部内面頂部には平

坦な面があり、指押さえで調整される。脚の

厚みが比較的均―で、上下の厚みの差が小さ

い点も特徴である。次に②太い円柱を接合し

て脚とするもの、である。Fig。 109-48が 該

当する。脚部のプロポーションは直線的で、

脚端部で急に外へ開く。内面のケズリは浅く、

したがって接合部の厚みは非常に厚い。③そ

れ以外のものは接合方法ははっきりしないが、

脚の厚みが上部が厚く下部が薄い点、脚内面

のケズリが断面山形に頂部が尖る点などが特

徴である。

以上のような接合方法と脚の成形方法の違

いは、時間差を示すのか、系統差を示すのか

現段階では不明としか言えない。当該期の土

師器高郭は横穴墓副葬品としては一般的でな
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く、これまで研究対象とならなかった。今後

集落遺跡などで良好な一括資料が得られれば、

編年や生産体制を考える手がかりになること

が予察される。

なお56は脚部に稜をもつ高界で、当遺跡の

既往の調査でもA区 。C区などから出土して

いる。「脚部有段高邦Jと の名称が与えられ

ている(1)も ので、赤色塗彩される高郭とは

別系統として同時期に存在するものである。

60は手捏ね土器、61～ 63は 土玉である。

(実測図Fig。 109、 写真Fig.125)P,108で 述

べたように、大刀付近の土器集中部から出土

した。 (出土状況Fig.103、 写真Fig。 104-2)

図示した以外にも手捏ね土器が 1点と土玉が

2点あったが、出土してから取り上げるまで

の間に盗難に遭い紛失してしまった。60の手

捏ね土器は粘土板を指頭で押さえて丸く成形

したもので、表面には指頭痕やナデの痕跡が

はっきりと残される。口縁端部は一部を欠く

が、仕上げが雑で大きく波打っている。表面

は風化 。手擦れが全く無く、繰り返し使用さ

れたような形跡は認められない。61～63の上

玉は漁網に用いる実用的な土錘である可能性

もあるが、出土状況が特殊で祭祀的様相が極

めて強いことと、外観観察で使用痕が全く観

察されないことから、玉として使用された土

玉と考えた。使用痕とは、漁網に装着した際

に生じる穿孔部外側の紐擦れや、土玉同士や

漁網との摩擦による表面の摩耗などを指す。

いずれも軸棒に粘土塊を巻き付けて成形され

る。軸棒を抜いた時に生じるカエリは残って

いる。外面調整は非常に丁寧で、ナデの繰り

返しによって ミガキのような光沢を生じてい

る。手捏ね土器と同様に使用による表面の風

化や摩耗は認められない。出土位置をFig.

103に示 したように、 5点の上玉は最大で250

cm離れた範囲内に散らばった状態で出土した。

一連に繋がれていたものが土中で移動したと

は考えられず、意図的にばらばらに散布して

置かれたものと考えられる。

64～ 96は土師器の甕である。 (実測図Fig.

110～ 112、 写真Fig.126～ 128)図 示 したの

は33個体分であるが、土師器の甕はSD39上

面出土遺物の中で最も多く、総重量35kgを超

える。単純口縁である点や外面ハケロで内面

粗いケズリといった調整方法などの基本的要

素に共通点が多いが、国縁形状や法量などに

様々なバリエーションがある。須恵器に型式

差が少ないことから比較的短期間の一括遺物

のはずだが、それでもこれだけの個体差が存

在していて限られた資料で時期差の有無など

を把握することは到底無理な試みである。以

下では掲載資料について各属性からみた大ま

かな分類を示し、予察としたい。まず①法量

についてみると、大 。中・小の 3つ にまとま

りがありそうである。大は口縁端部の直径が

25cmを超えるもので、頸部の最もくびれた部

分の内径が20cm～ 25c14、 中は口縁径20c14前後

にまとまりがあり、頸部内径は15cm前後、最

も資料数が多い。/卜は回縁径15cal前後のもの

である。この法量の格差は、用途の別などを

製作者が意識して作り分けた結果と考えられ

る。次に②体部のプロポーションについてみ

る。基本的に 2種あり、球形に胴が丸く張る

ものと、肩を張らずになだらかなカーブをも

つものである。この差異はそのまま頸部の屈

折の度合いに反映し、球形に胴が張るものは

必然内面のケズリ境界がシャープな稜をなす。

本例の資料は胴部下半を欠くものが多く、こ

れ以上の分析はできない。なお一部に頸部か

ら外傾してそのまますばまるもの (Fig.112-

89な ど)があるが、これらは甑の可能性があ

る。上記の属性以外には、③ハケロ原体の細

かさや、④胎土の精製度、⑤口縁内面の調整

方法の違い (ナ デのみ、横方向のハケロ、段

をなすナデ)⑥焼成の良否を含む色調などの

面でも差異が大きいが、これは用途や時間差

を反映するかどうか疑間である。作り手のク

セや熟練度の影響がむしろ大きいと考えられ、

有効な分類ではないだろう。また残存状態が

良ければ煤の付着範囲から用途・使用方法を

推 し量る方法も有効かもしれないが、本例で

(1)島根県教育委員会1999『古志本郷遺跡 I』 P,303



は状態が悪くできなかった。

97～ 1001よ 土師器甑である。 (実測図Fig。

113、 写真Fig。 129)97は 残存状態が比較的

良い。狽J面最下部に 2箇所の穿孔がある。把

手はつかない。外面に煤が付着するが、最下

部から9c14の高さまでには煤がついていない。

使用時に甕にはまっていた範囲を示すとみら

れる。1001よ牛角状の把手が 2方につく甑で、

頸部外面には押さえ調整の板状工具の角によ

る圧痕が残る。

101～ 110は移動式竃の破片である。 (実測

図Fig。 113、 写真Fig。 129～ 131)竃の破片は

総重量12,220gと多量に出土している。出土

位置はSD39全体に分布 しているが、全面に

まばらに点在するというよりはある程度のま

とまりをもち、破片が集中する箇所がみられ

る。ちなみに土製支脚と近接して出土した個

体は無い。移動式竃はいずれも破片になって

おり、実測図を掲載したのは庇部分や焚口、

基底部などを含む特徴的な破片だけである。

調整は外面に縦方向のハケロ、内面に幅広で

ストロークが長 く深いケズリを施す。深いケ

ズリを施すものの器壁は全体にかなり厚く、

基底部付近は自重で潰れて一層厚ばったくなっ

ている。Fig。 113-103、 110の ように接地面

に植物繊維を編んだ葦簾状の圧痕を残すもの

がある。残存状態が悪く、被熱範囲や煤の付

着範囲については言及できない。

111～ 120は土製支脚である。 (実測図Fig.

115、 写真Fig.131～ 133)土製支脚は図示し

た10点がほぼ全てである。突起の数が分かる

個体は 6点あり、いずれも2股の突起で支持

するタイプである。また背面の穿孔は有無が

判別できる個体が 5点あり、穿孔のないもの

が 1個体 (Fig。 115-116)、 穿孔があり貫通

しないものが 3点 (111、 112、 120)、 騎守しが

あり前面まで貫通するものが 1点 (117)で

あった。煤の付着や被熱による変色などの、

使用による痕跡はほとんどの個体に全く認め

らないが、唯-120の みは背面が黒色を呈し

ている。割れ国の観察から、背面の黒色は焼

成時の火廻りに由来する焼成不良の黒斑と判

断される。前面だけが使用による二次焼成を

受けて脱炭されたか、あるいはもともと焼成
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が良く黒斑が無かった可能性もある。なお、

土製支脚の出上位置についてみると、大刀が

出上 したSD39北西寄りを初め、遺物が集中

する範囲にまとまって出土している。移動式

竃とは出上位置において関連性は認められず、

どちらかというとつF他的な在り方をしている

ようである。

以上がSD39上層から出土した一括性の高

い遺物群である。以下は時期と出土状況が異

なるもので、上記の遺物とは区別して扱うべ

き物である。

121～ 127は SD39上面から出土しているが、

他の遺物より時期的に古く、周辺から混入し

たと半J断される遺物である。(実測図Fig。 116、

写真Fig。 133)121と 122は弥生土器で、弥生

前期の甕口縁部である。また123は弥生土器

の壺・甕の底部である。G2区周辺には弥生
時代の遺構は少ないが、わずかにSD29が前

期の遺物を含む溝である。124～ 126は古墳時

代前期の古式上師器である。周辺にはこの時

期の遺物を多量に含むSD41が あり、 この埋

土中にあったものが混入した可能性が考えら

れる。 127は これらと比較 して複合口縁の退

化形態や、厚みをもった口縁端部などからや

や新しいもので、古墳時代中期に位置づけら

れる大東式のものである。

128～ 141は SD39の下層から出土 したもの

である。 (実測図Fig。 116、 写真Fig.134)本

節 3項で述べたように、SD39の埋土中層以

下では遺物が非常に少ない。128の ように弥

生時代後期のものが最も古く、古墳時代前期

のものも含まれるが、これらはいずれも混入

と判断され、溝が埋まった時期は最も新相の

須恵器が示している。蓋郭でみると郭身Fig.

116-139は ヘラ切りのみでケズリが無い、メ

蓋138は 回縁端部内面の段・沈線が無い、な

どの特徴をもつ。 これらはSD39の上面から

出土したものと基本的に同時期のものである

(本節 7項「SD39上面 遺物の時期」 P。 ■2

参照)。 したがって、SD39は比較的短時間、

具体的には須恵器 1型式分の時間内で堆積が

進み、埋まりきったものということになる。

以上がSD39から出土した遺物の詳細である。
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Fig.109 SD39上面 遺物実測図④ (S=1/3)
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Fig.110 SD39上面 遺物実測図⑤ (S=1/3)
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Fig.11l SD39上面 遺物実測図⑥ (S=1/3)
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Fig.113 SD39上面 遺物実測図③ (S=1/3、 1/6)
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Fig,114 SD39上面 遺物実測図③ (S=1/3)



第 3節  SD39の 詳細 (古墳時代後期後葉の溝)

傷茨ビ
砂 ∠

0

Fig.115 SD39上面 遺物実測図⑩ (S=1/3)
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第 3節 SD39の詳細 (古墳時代後期後葉の溝)

Tab。 17 SD39出 土遺物観察表①

(SD39上面出土 )

番号 種  別 器  種
法  量 (cm)

調色 調     整 (内面/外面/特記事項) 残  存  度
口径 器高 医 径

1 鉄 製 品 大 刀
詳細は本文中 P l13に 記載

2 鉄 製 品 大 フJ

3 須 恵 器 lT・ 蓋 内外面 :青灰色 環需:目倭g:目矮チ夢、棗非課衰ヲ窃ワ8稜ア1簡 T己粂哲
転ヘラケズ リ周辺部 2周

全体の70%

4 須 恵 器 啄 蓋 128 困画 :吹色
外而 :苦灰御 寮甲ご冒折素面送奔卿 子

=亀

山:大芹罰̀
ヘ
ラ切り

全体の70%

5 須 恵 器 啄 蓋 内外面 :灰色
内外面 :回 転 ナデ/庸 部 に 2条の沈線、 国縁内向に政状の況

6 須 恵 器 啄 蓋 内外面 :暗灰色 召震チヨi輿星偕勇統稜融縛吹啄 冒歯絵ミニ鶉
訃
全体の15%

7 須 恵 器 啄  蓋 内外面 :灰色 寄ηあ霧野奏柵 慧ミ考守贄;歳%鑓多分
井郡ヘラ

全体の25%

8 須 恵 器 邪  蓋 内外面 :青灰色 象円十日静́灸鋼 層稜チ兵
・
晏鰈高灸ぢ搬

:肩
全体の80%

9 須 恵 器 邪  蓋 内外面 :暗青灰色 内面 :回転ナデ/外面 :回転ナデ、天丼部ヘラ切りの後ナデ 全体の30%

須 恵 器 郭  蓋 内外面 :青灰色 内外面 :回転 ナデ
全みの部

％
稼
２０
回

の

須 恵 器 郭  蓋 内外面 :暗灰色 寮甲、
:冥
緊獣用野跡扇ら麿習翌排リケ浜新名徴L!岡ヨ;骨

嗽
全体の60%

須 恵 器 14h 蓋 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ
口縁 罰
`の
み、 全 周

の15%

13 須 恵 器 郭 蓄 内外面 :暗灰色 内面 :回 転ナデ/外面 1回転ナデ、天丼部ヘラ切り後ナデ
回縁 罰
'の

み、 全 周
の少0%

14 須 恵 器 イ  蓋 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ
口縁乱∫か ら大井部
にかけて、全周の

10%以 下

15 須 恵 器 郭  蓋 内外面 i灰色 内外面 :回転ナデ
口 稼 剖Sの み 、 全 周
の10%

須 恵 器 郭 蓋 内外両 :灰色 内外面 :ナ デ つまみのみ

17 須 恵 器 郭 蓋 内面 :褐灰色
外而 :灰侮 内外面 :ナ デ/外雨に自然袖 つまみのみ

須 恵 器 啄 身 困画 :暗灰也
外而 :灰白仁 農甲|、星最息深苺尭品ぁ覆融企雰巽瑠入冒な傘占転彰 券P 全体の25%

須 恵 器 啄 身 内外両 :暗青灰色
内面 :回転ナデ/外向 :口 縁ヨ

`回
転ナデ、ほ副∫ヘラ切りの俵

ナデ
ほぼ完形

須 恵 器 啄 身 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ
国縁部のみ、金周
の15%

須 恵 器 啄 身 128 内外面 :灰色 内外面 :回 転ナデ
回 縁 昔卜の み 、 全 ナ司

の 1「l%

須 恵 器 啄  身 内外面 :灰色 内外面 :回転 ナデ
回縁音卜のみ、全周
の200/

須 恵 器 啄  身 内外面 :灰色 内面 :回転ナデ/外面 :回転ヘラケズリ ?0%

須 恵 器 郭  身 内外面 :灰色 内面 :回 転ナデの後指押さえ/外面 :ヘ ラ切りの後未調整 少09イ

須 恵 器 イ  身 (152) 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ 回縁部のみ 10%

須 恵 器 必 身 (170) 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ
口縁部のみ、全周
の10%

27 須 恵 器 lTN 身 (132) 内外面 :灰白色 内外面 :回転ナデ
口縁部のみ、全周
の10%

須 恵 器 郭  身 114 41 内外面 :暗灰色
内面 :口 縁部回転ナデ、底部不定方向のナデ/外面 :日 縁部
回転ナデ、高台内回転ナデ

全体の25%

須 恵 器 提瓶カ 内外面 :暗灰色 内外lE:回転ナテ
日縁部のみ、全周
の20%

須 恵 器 提  瓶 76 体部内外面 :暗百灰
色、鍾部以上青黒色

内外面 :回転ナデ/肩部につまみ/体部大半を欠優 上半部の30%

31 須 恵 器 魃 内外両 :青灰色
内面 :回転ナデ/外面回転ナデ/口 縁部に 1条の沈線/頸部
に 8条の波状文

十日縁部のみ15%

須 恵 器 き 類 内外面 :灰色
内面 :回転ナデ、底部ナデ/外面 :下半部回転ヘラケズリの
後上半部 12条 のカキメ、肩部回転ナデ

下半部の50%

須 恵 器 直日壺
内外面 :

オ リーブ灰色
内面 :回転ナデ/外面 :回転ナデによる凹凸

回縁部か ら頸部に
かけて、全周の10
%例下

須 恵 器 主 類 関 回 :ナ火也
外 而 :オ リー ブ灰 突口祟軍者たFな鰻寝携阿訟感謝経 電き、名暖翠

]に イ本郡のみ、全イ本の
10%以下

須 恵 器 甕
残存高
973
胴最大
径753

内面 :灰色
外面 :暗灰色

害腰ふ禁語冦Y冥季ちをヲ爵据掃繰F笞識呂雅疾夏r会禦占
転ナデ、体部格子ロタタキ

須 恵 器 甕 (432)
内向 :灰 (
欠面 :陪「 内外面 :回転ナデ/外面 :10条の波状攻

口縁部のみ、全周
の 10%以下

37 須 恵 器 壺 類 内外両 :暗灰色
内面 1回転ナデ/外面 :肩部回転ナデ、胴部回転ヘラケズリ、
沈線間に爪押 し施文

肩部から胴部にか
けて、全体の10%

須 恵 器
高  14N
(長脚 )

内外面 :暗青灰色 召護甲甲ラ▼努宛堪療Br盤1勁殻 、甲五Fγ櫻
:

全体の30%

須 恵 器
(低脚 )

内外面 :灰色 綴プ寮乃 努蘇 3?売ε糸
川I部内向 1回 転 ナデ/外画 :回 全体の20%

須 恵 器
(

外
鵬

内外面 :灰色
内面 :イ部 ナデ、脚副∫回転 ナデ/外山 1回転 ナデ/3万 三角 脚部の30%

須 恵 器 高 郭 内外面 :灰色 内面 :不定方向のナデ/外面回転ナデ/3方 切り込み透か し 郭部の30%

須 恵 器
高 外
(長脚 1段 i

内面 :灰白色
外而 :灰侮 日霰チ摯ジ尿論酎目

"芸

デЪイ揮繊占台テ
万同のナデ、捌〕乱̀

全体の60%

須 恵 器
高 lTN
(低脚 )

内外面 :灰色
内外面 :回 転ナデ/喝細の2万万形透か し、 l lN罰

`は
暁成 1寺の変

形著 しい
全体の70%

須 恵 器
高 郭
(低脚)

154 内外面 :青灰色 晉苧字口十里笑9易ち否覆fyp歳累衡探識↑圏振写娑ン号
方透か し (三角透か しと切れ日)

全体の60%

須 恵 器
高 ITN 内外而 :暗青灰色 働雲チツむ霧暁みこ、平箸堪ギ蓼」νttBrナ

デ/外面:
全体の20%

土 師 器 高 辱 124 鶏票チ蟄ジ尿緒干県晶朱名芳陪百六ア、怖1言t,ネ″馬占活肥
シボリ痕

全体の70%
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Tab。 18 SD39出 土遺物観察表②

番号 種  別 器  種
法  量 (cm)

色 調 調     整 (内面′/外面/特記事項 ) 残  存  度
□径 器高 底 径

土 師 器 高 必 110
面

‥

外
土
内
胎
:赤色塗彩
灰黄掲色 :ヨテ深酵育ξ雰き,蕪霰劉

!ヂ弁F鍮爺十拿歩李ズ券四稜全体の60%

土 師 器 高  郭 126 内外面
:赤色塗彩

胎土 :灰白色 界需:探肇賓輩殿ガデ大型部
ヘラケズリ、脚端部ナデ/

全体の50%

土 師 器 高 郭
面外
土
内
胎
:赤色塗彩
灰黄褐色

内外両 :ナ デ/脚は接合面で剥離 郭部と脚部の接合
部、全体の10%

土 師 器 高 l lN
面外
土
内
胎
:赤色塗彩
灰黄褐色 肉露た讐恋裡チ報斜島録簾

デ/外面:タテハケ後帝なナデ/ 脚部のみ、全体の
20%

51 土 師 器 高 郭
面外
土
内
胎
:赤色塗彩
にぶい橙色

内面 :ヘ ラケズリ/外面 :縦方向の強いナデ 脚部のみ、全体の
20%

土 師 器 高 郭 100 内外面
:赤色塗彩

胎土 :灰黄褐色 察円喬留端 向
のラケズリ、端部ナデ/脚部ヨコナデ/郭

全体の50%

土 師 器 高 邦
外面・郭部内面 :

赤色塗彩
胎± 1に ぶい褐色 ,辞写鳳蘇ご諒奉】ggi昂,白豆ξ絡守往里先覆τ落鼎

g兌
全体の10%

土 師 器 高 郭
郭部内外面・脚部
外面 :赤色塗彩
胎土 :浅黄橙色

害露ラ籍FttЯイズ√泳稜げ喚総 撃後ナデ・脚 全体の60%

土 師 器 高 イ
脚
彩
色

・
塗
掲

面
色
黄

外
赤
灰

内部
面
土

郭
外
胎 宿寅ケな藩奔要

方向のナデ、脚部ヘラケズリ、端部不定方向

土 師 器 高 14N 内外面 :黄橙色 宴房八紹Vttξ夕写
のナデ、脚部上半部ナデ、下半部ヨヨナ

全体の40%

57 土 師 器 高 14N
面
面
内
外
にぶい橙色
黄橙色

内面 :ナ デ/外面 1回転ナデ 郭部の20%

土 師 器 高 郭 脚部内面 :灰黄褐
色 環覇十禍謹母笑ちテヂ精拿棚 善争レ即部回転ナデ/外両

:

土 師 器 必
内外面 :赤色塗彩
胎土 :明褐色

内面 :回転ナデ・ヨヨナデ/外面回転ナデ 口縁部のみ、全周
の40%

土 師 器
手捏ね
土 器

重量
32 3 Ff

内外面 :暗褐色 内外面 :指 による押さえ 全体の90%

61 土 製 品 土  玉 最大長34
最大径
36
重 量
395 全面

:黒褐色 全面 :ナ デ 完形品

土 製 品 土  玉 最大長41
最大径
33
重 量
417 全面

:灰黄掲色 全面 :ナ デ 完形品

土 製 品 土  玉 最大長29
最大径
30
重 量
307 金面

:黒褐色 全面 :ナ デ 完形品

64 土 師 器 甕
内外面 :に ぶい黄
橙色 白顧蔀足簸課∃三手費巧騨彰す手吹夕向

のヘラケズリ/外面: 上半部のみ、金周
の30%

土 師 器 甕 152 内面 :黄橙色
外面 :灰黄褐色 守顧族]璧夢ヌ房床雷議f異蟄以下

ヘラケズリ/外両:タテノ日縁部から顕部にか
けて、全周の15%

土 師 器 甕 内外面 :灰黄褐色 綴肇耳7夢f暑簾み芦財靱甲
ヘラケズリ/外面:日 口縁部から‐.J部にか

けて、全周の20%

土 師 器 空 176 内外面 :浅黄橙色 内面 :日縁部 ヨコナデ、頸部ヘラケズリ/外面 :ヨ ヨナデ 口縁部のみ、全周
の25%

土 師 器 饗
内面 :黄橙色
外面 :浅黄lJk色 穆軍彗F努夢f尿素粟桂緋 専丹Pヘ

ラケズリ/外面:国 上半部のみ、全周
の10%以 下

土 師 器 甕 内面 1灰オリープ色
外面 !オ リーブ灰色 黒昭曇景蟹」ダ舞噸ギオデ大挙離 畳季学/外面

:回縁口縁部から頸部にかけて、全周の10
%以下

70 土 師 器 饗 212 内外面 :黄橙色 内外面 :回転ナデ 回縁部のみ、金周
の10%

71 土 師 器 密 内面 :黄橙色
外面 :に ぶい橙色 ゆ雰j噺譜F諸柔茅字f蛤き鵡 、硲F粛与口

のヘラ
上半部の30%

土 師 器 甕 内外面、浅黄褐色 滲肇]舞吼議為観 p守
ヘカズリ邪面:日 上半部のみ、金周

の20%

土 師 器 甕 268 内面 !にぶい橙色
外面 :浅黄橙色 暮票彗F7ン、夙ギすら発品うツ

のヘラケズリ/外面:口
全体の40%

土 師 器 甕
内外面 :に ぶい橙
色 字口泳累翻届属蕉ん幹費rテ

ハケ/外面:口縁部ヨコナ上半部のみ、全周
の20%

土 RT器 甕 内外面 :浅黄橙色 内面 :口縁部 ヨコナデ、以下ヘラケズリ/外面 :ヨ ヨナデ 口縁部のみ、全周
の20%

76 土 師 器 餐 内外面 :浅黄橙色 審甲占唇鎖載彗
Бデエあё島甲

のヘカズリ/外
口縁部のみ 100%

77 土 師 器 餐 内外面 :浅黄橙色 内面 :日縁部 ヨヨナデ、頸部ヘラケズリ/外面 :ヨ コナデ 日縁部のみ、全周
の20%

土 師 器 甕 内外面 :浅黄橙色 自甲占履累鶉翠撃デデ表ろ鵡 殷 ,C浮
ケズリ/外

と半部の60%

土 師 器 饗 内外面 :浅黄橙色 躾票彗F努引f訴飛鞠 翻才】
ラケズリみ面:回 上半部のみ、全周

の20%

土 師 器 餐 内外両 :に ぶい橙
色 内面 :ヨ コナデ/外面 :口縁部 ヨコナデ、以下ヘラケズリ 国縁部のみ、全周

の25%

81 土 師 器 甕
内面 :浅黄橙色
外雨 :灰黄掲色 内面 :口縁部 ヨコナデ・ ヨコハケ/外面 :ヨ コナデ 口縁部のみ50%

土 師 器 餐 112 内外面 :黄 lXt色 霧票彗F晏弐
ヨ
漂素み賀手卜横方向

のヘラケズリ/外面:口 上半部のみ、全周
の30%

土 師 器 空 内外面 :浅黄橙色 賽甲クチFtti悟冒涙傘多
=娑
旱、屯箸砺雫肱写り向

のヘラケ□縁部から顕部にか
けて、全日の20%

土 師 器 質 (210) 内外面 i浅黄橙色 り嬬写鵠黒0イチをくらギぎtデ メゝ先討抄狂亮rκttaf整争ズ上半部のみ、全周の40%

土 師 器 甕 内外面 :黄橙色 移票彗F晏夢f景索み賀才Б横方向
のヘラケズリ/外面:回 上半部のみ、全体

の10%

土 師 器 甕 228 内外面 :浅黄橙色 騨F腺昂後ンズデ
ナデ・一部 ヨコハケ/外面 :回 縁部 ヨヨナ 上半部のみ、全周

の10%

87 土 師 器 甕 内外面 :浅黄橙色 害腰象雪笞ヂ昇F姦轟汲琴砂摯戻呼方向
のヘラケズリ/外面:

上半部の40%
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Tab。 19 SD39出 上遺物観察表③

番号 種  別 器  種
法  量 (m)

調色 調     整 (内面/外面/特記事項 ) 残  存  度
国径 器高 ほ 径

土 師 器 甕 内外両 :黄橙色
整
粘
る
／
よ
え
に
さ
デ
押
ナ
指
後
部
げ
肩
上

ヽ
サ村雨
郷
ツ軸
口面
の
耐淋碑
内形土

上半部のみ、
の25%

全周

土 師 器 饗 内外面 :白 灰色
内面 :口 縁部 ヨヨナデ、頸部以下ヘラケズリ/外面 :回 縁部
～‐.g部 ヨコナデ、肩部タテハケ

日縁部から肩部にか
けて、全周の10%

土 師 器 餐 内外面 :浅黄橙色
内面 :□ 縁部 ヨヨナデ、体部横方向のヘラケズ リ/外面 :口
縁部 ヨコナデ、体部 タテハケの後ナデ消 し/外面回縁部の一
部に煤付着

上半部のみ、全周
の10%

91 土 師 器 甕
面
面
内
外
にぶい黄橙色
浅黄悟色

内面 :口 縁部 コヨナデ、頌部以下横方向のヘラケズリ/口 縁
部ヨヨナデ、顎部以下縦・斜方向のハケ/ハ ケメ単位幅15mm

上半部のみ、全周
の10%以下

土 師 器 甕
内面 :灰黄褐色
外面 i灰黄色

内面 :口 縁部 コヨナデ、頸部以下 クテハケ/外面 :回 縁部 ヨ
コナデ、頸部以下横方向のヘラケズリ

上半部のみ、全周
の10%以下

土 師 器 甕
内外面 1に ぶい黄
橙色

内外面 :ヨ ヨナデ
口縁部のみ、全周
の10%

土 師 器 密
内外面 :に ぶい黄
橙色

内面 1口 縁部 ヨコナデ、頸部以下ヘラケズリ/外面 1口 縁部
ヨコナデ、顕部以下ナデ

口縁部から頸部にか
けて、全周の10%

土 師 器 饗
内面 :黄橙色
外面 :浅黄橙色

内面 :日縁部 ヨヨナデ、頸部以下横方向のヘラケズリ/外面 :

口縁部ヨヨナデ、頸部以下不定方向のハケ
上半部のみ、全周
の10%以下

土 師 器 甕 内外面 :浅黄橙色 内面
:日縁部 ヨコナデ、頸部以下横方向のヘラケズリ/外面 :

口縁部 ヨヨナデ、頸部以下 ヨヨハケの後ナデ
回縁部から肩部にか
けて、全周の10%

土 師 器 甑 237 110 内外Dl:浅黄褐色 内面
:ヨ コハケの後 ヨコナデ、以下縦方向のヘラケズ リ/外

面 :日縁部 ヨヨナデ、以下タテハケ/円子L2ヶ 所 全体の80%

土 師 器 甑
面
面
内
外
暗掲色
灰責掲色

内面 :ナ デ/外面 :ク テハケ/円孔 lヶ 所残存 下半部のみ、全周
の10%

土 師 器 甑
内外面 :に ぶい黄
橙色

内面、ヘラケズリ、底部端部ナデ/外面 :不定方向のハケメ
の後ナデ

下半部のみ、全周
の10%

土 師 器 甑 内外面 :黒褐色

デ

ア^

ナ

ナ
ヨ
面
部
外
縁
／
者

ロ
リ
付

女

媒

面
ケ
に

内
ラ
部

体部砂粒の動 きの少ない横方向のヘ

回縁頸部に板状工具の押さえ痕/一 上半部のみ、全周の30%

土 製 品 移動式寵 内外面 :灰黄褐色
内面 :口 縁部 ヨヨナデ、体部ヘラケズリ、庇ケズリの後ナテ
/外面 :口 縁部 ヨヨナデ、体部 クテハケの後ナデ、庇ナデ/
口縁と庇は図上で合成

上半部のみ、全体
の20%

土 製 品 移動式鼈
内面 :に ぶい橙色
外面 :に ぶい黄褐色

内面 :ヨ ヨナデ/外面 :ヨ コナデ、指押さえ 回縁～庇の上部のみ、
全体の10%以下

土 製 品 移動式亀
内両 :にぶい黄橙色
外両 :灰黄褐色

内面 :横方向のヘラケズ リ、接地面ナデ/外面 :タ テハケの
後横方向の強い指ナデ/接地面に繊維のFt痕

底部のみ、全体の
10%以下

土 製 品 移動式竃
面
面
内
外
黄橙色
浅黄橙色

内面 :接地面周辺横方向のヘラケズリ、上部縦方向のヘラケ
ズリ/外面 :タ テハケ/焚き日付近の最下部

底音Бのみ、全体の
10%以下

土 製 品 移動式範
面
面
内
外
色

灰黄褐色
にぶい黄糟

内面 :上部縦方向のヘラケズリ、下部横方向のヘラケズリ、
接地面ヘラ切 り/外面 :斜方向のハケメの後一部ナデ、最下
部横方向の強いヨヨナデ

体部下端部のみ、
全体の10%以下

土 製 品 移動式鼈 内外面 :貢橙色 内面 :横方向のヘラケズ リ、端部ケズリ仕上げ/外面 :ク テ
ハケ/焚 き日付近の最下部

底部のみ、全体の
10%以下

107 土 製 品 移動式電
内面 :浅黄橙色
外面 :黄橙色 内面 :ヘ ラケズリ/外面 :タ テハケ/焚 き口部分、庇は剥離 体部のみ、全体の10%以下

土 製 品 移動式筵
内外面 :に ぶい妻
橙色

内面 :頸部横方向のヘラケズリ、以下縦方向のヘラケズリ/
外面 クテハケの後一部ナデ/正面左上の焚き日～日縁頸部、
庇は泉1離

体部上半部のみ、
全体の20%

土 製 品 移動式寵 内外面 :黄橙色 内外面 :ナ デ、指押さえ/正面右上の焚日、庇部分。内面煤 庇上部のみ、全体の10%以下

上 製 品 移動式竃 内外而 :灰黄褐色
内面 :縦方向のヘラケズ リ、接地面周辺横方向の強い指ナデ
/外面 :ク テハケの後ナデ/焚 き口左最下部、接地面に繊維
圧痕

体部下端部のみ、
全体の10%以下

土 製 品 土製支脚
仝面 :オ リーブ褐

“

全面 :ヘ ラケズリの後ナデ 完 形

土 製 品 土製支脚 全面 :に ぶい褐色 全面 :ヘ ラケズ リの後ナデ、指押 さえ 全体の80%

113 土 製 品 土製支脚 内外面 !黄橙色 内而 :ヘ ラケズリの後ナデ/外両 :ナ デ、指押さえ 軸部のみ、全体の
25%

土 製 品 土製支脚
内面 :暗掲色
外面 :灰黄褐色

内面 :粗い回転ヘラケズリ/外面 :ナ デ、指押さえ lll部のみ、全体の
10%

115 土 製 品 土製支脚 内外面 ;灰黄褐色 内面 :ヘ ラケズ リの後 ナデ/外面 :ヘ ラケズ リ 軸部のみ、全体の
25%

土 製 品 土製支脚 全面 :に ぶい黄色 全面 :ナ デ、指押さえ、突起部のみヘラケズリ 全体の70%

土 製 品 土製支脚 全面 :にぶい橙色 全両 :ナ デ/穿孔は員通
みの部

％
軸

２０
全体の

118 土 製 品 土製支脚 全面 1にぶい褐色 全面 :ヘ ラケズリの後ナデ、指押さえ
上半部のみ、全体
の30%

土 製 品 土製支脚 全面 :にぶい橙色 全面 :ハ ケメの後ナデ
突起部のみ、全体
の10%

土 製 品 土製支脚 全面 :にぶい褐色 全面 :ヘ ラケズリの後一部ハケメ
突起部のみ、全体
の10%

(上面に混入 した遺物 )

弥生土器 餐
肉山 :灰 自色
外面 :握配色 内面 :回縁部ナデ頸部以下 ヨコハケ後ナデ/外面 :ナ デ 上半部のみ、全周

の10%以下

122 弥生土器 甕 内外面 :灰黄色 内外面 :ナ デ
回縁部から頸部にかけ
て、全周の10%以下

弥生土器 饗
内面 :浅貢橙色
外面 :に ぶい橙色

内面 :な で/外面 :ナ デ、指押さえ、ハケメ/風化進む 底部のみ、全周の
30%

弥生土器 台イ寸鉢
(ワイングラス型)

内面 :黄橙色
外面 :浅黄橙色

内面 :ヨ コハケの後指押さえ/外面 :口 縁部 ヨコナデ、以下
斜方向のハケの後縦方向のヘラミガキ

口縁～体部、全周
の15%

古式上師器 甕
内面 i灰黄掲色
外面 :にぶい黄橙色

内面 :頸部 ヨコナデ、以下横方向のヘラケズ リ/外面 :頸部
ヨヨナデ、肩部以下タテ・ ヨコハケ/外面胴部に煤

頸壱希から1同音Бにか
けて、全周の20%

古式上師器 饗 内外面 :灰黄掲色
内面 :横方向のヘラケズリ/外面 :頸部か ら肩部 コヨナデ、
胴部不定方向のナデ/2列 の刺突

頸部から胴部にかけ
て、全周の10%以下

127 土 師 器 餐 内外面 :浅黄橙色
内面 :口 縁部～頸部 ヨヨナデ、以下斜め方向のヘラケズリ/
外面 :口縁部～頸部 ヨコナデ、以下 タテ・ ヨコハケ

回縁部のみ30%
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Tab。 20 SD39出土遺物観察表④

(SD39下層出土 )

番号 種  別 器  種
法  量 (cm)

調色 調     整 (内面/外面/特記事項) 残  存  度
口径 器高 底 径

弥生土器 甕 内外面 :浅黄橙色 内外面 :ヨ コナデ、日縁外面凹線攻
口縁部のみ、全周
の10%以下

土 師 器 甕 内外面 :浅黄橙色 内外面 :ヨ コナデ
日縁部から頌部にかけ
て、今日の10%以下

130 土 師 器 甕 内外面 :橙色 内面 1日縁部 ヨコナデ、頸部ヘラケズリ/外面 :コ コナテ 回縁部のみ30%

土 師 器 甕 内外面 :黄橙色 内外面 :ヨ コナデ
口稼 封,の み、 全 周
の10%以下

土 師 器 甕 内外面 :浅黄橙色
内面 :口 縁部 ヨコナデ、頸部ナデ、以下ヘラケズリ/外面 :

ヨコナデ
口稼 剖Sの み、 釜周
の10%以下

土 師 器 甕 内外面 :明黄褐色 腐更;F算彰尿ごT紳 景字、ブ鍮窪弊藤製 回縁部から頸部にか
けて、今日の15%

134 土 師 器 饗 内外面 :灰白色
内面 :回 縁部 ヨコナデ、頌部以下ヘラケズ リ/外面 :口 縁部
ヨコナデ、頸部以下タテハケが摩滅

口縁部のみ、全周
の 10%以下

土 師 器 餐 内外面 :浅黄橙色 内外面 :ヨ コナデ
回縁酎∫のみ、全周
の10%以下

土 師 器 甕
内外面 :に ぶい黄
橙色

内面 :日 縁部 ヨヨナデ、頸部以下ヘラケズリ/外面 :口 縁部
ヨコナデ、頸部タテハケの後 ヨコナデ

日縁部から頸部にかけ
て、全日の10%以下

土 師 器 高 邪 内外面 :に ぶい黄
橙色

内両 :ナ デ/外面 :回転ナデ 脚部上半のみ、食
体の30%

須 恵 器 郭 蓋 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ
日縁部から頸部にか
けて、全周の25%

須 恵 器 郭 身 内面 !灰オリーブ色
外面 :青灰色

内面 :回転ナデ/外面 :回転ナデ、底部ヘラ切りの後不定方
向のナデ

体部下半から底部に
かけて、全体の40%

須 恵 器 主質
内面 :オ リーブ灰
外面 :青灰色 宿畷占景野すF軍密

不定方向のナデ/外面 :回転ナデ、底部 底部のみ、全周の
40%

須 恵 器 高  堺 内外面 :暗灰色 内外面 :回転ナデ
回縁部のみ、
の20%

全周

Fig.117 SD39上面 遺物写真① (大刀と甑)



第 3節 SD39の詳細 (古墳時代後期後葉の溝)

Fig.118 SD39上面 遺物写真② (大刀・須恵器堺蓋)
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0

Fig.119 SD39上面 遺物写真③ (須恵器堺)



第 3節 SD39の詳細 (古墳時代後期後葉の溝)

Fig.120 SD39上面 遺物写真④ (須恵器堺・提瓶・甕)
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0

Fig.121 SD39上面 遺物写真⑤ (須恵器退。壺類・高郭)



第 3節 SD39の詳細 (古墳時代後期後葉の溝)

Fig.122 SD39上面 遺物写真⑥ (須恵器高郭・土師器高堺)
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Fig.123 SD39上面 遺物写真② (土師器高邦)
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54

Fig.124 SD39上面 遺物写真③ (土師器高堺)
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Fig.125 SD39上面 遺物写真⑨ (土師器高堺。手捏ね土器・土玉)



第 3節 SD39の詳細 (古墳時代後期後葉の溝)

Fig.126 SD39上面 遺物写真⑩ (土師器甕)
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Fig.127 SD39上面 遺物写真① (土師器甕)
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86

Fig.128 SD39上面 遺物写真⑫ (土師器甕)
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Fig.129 SD39上面 遺物写真⑬ (土師器甑・移動式竃)



第 3節 SD39の詳細 (古墳時代後期後葉の溝)

(外面)

(内面)

Fig.130 SD39上面 遺物写真⑭ (移動式竃)
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110-下面

111-正面           111-背 面

Fig.131 SD39上面 遺物写真⑮ (移動式竃・

111-下面

土製支脚)

111-側面



第 3節 SD39の詳 I・B(古墳時代後期後葉の溝)

112-正面 112-側面

112-下面

112

Fig.132 SD39上面 遺物写真⑩

116-下面

116-背面

(土製支脚 )

116-正面
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Fig.133 SD39上面 遺物写真⑦ (土製支脚・混入遺物)



第 3節 SD39の詳細 (古墳時代後期後葉の溝)

Fig.134 SD39下層出土 遺物写真
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第 4節 SD41の詳細
(古墳時代前期前葉の溝)

1,SD41の概要

SD41は G2区北側を斜めに横切る溝跡で
ある。位置はFig。 95の G区全体図およびFig.

97の溝遺構全体図に示した。

G2区のなかでは総延長35m分検出し、ほ
ぼ直線状に走り調査区の外へと続いている。

方位はN―約50° ―Wを とる。検出面での幅
は120cm～ 200clll、 検出面から底までの深さは

40～ 55cnlである。断面台形で、溝底が平坦か

つ壁面との境界が明確な、人為的に掘削され

た水路とみられる。溝の大半が埋まって浅く

なった段階で、古墳時代前期前葉 (小谷 2式、

草田編年 7期 :布留 1式併行)の多量の土器

が廃棄されていた。

底面の標高差からみると、流路は掘削当初

南東→北西の方向に流れていたと考えられる。

溝の両端はG2区調査区外へと続き、南東側
はH区で調査されたSD58と 同一のものであ

る(1)。 北西側は今回調査したG3区へと続く
が、G3区の遺構面は深く削られ低くなって
いるため、SD41の 延長部分は完全に削られ

て (飛んで)モ てヽ痕跡を残していなかった。

下流側に隣接するF区にはこの溝の延長がみ

られないことと、周辺地形 (微高地の張り出

し)か らみると、溝は南へ折れることなく神

戸川本流に合流していた可能性が高い。

溝の機能は灌漑や排水路、境界設定などの

可能性が考えられるが、現状では調査範囲が

限られており断定することはできない。少な

くとも今回の調査区内には同時期の遺構がほ

とんど存在せず
(2)、
溝の機能を直接示す手が

かりは無い。200m離れたC ttSD17・ SD18

を一連の溝とみて、長さ400m以上×幅約150

mの広がりをもつ集落域を区画するための溝、

とみる意見もある
(3)。

2.埋土の堆積状況
SD41の埋土堆積状況はFig。 98(P。 101)

土層断面図の Cラ インに示した。H区では数

度の掘り直しが確認されているが、 G区の中

ではその形跡は無く、最初に掘削されて以降

は順次水平堆積によって溝は埋まっていく。

初期の埋土は土壌化が進んで黒味が薄く、上

層ほど未分解有機物に由来する黒味が強い。

総じて各土層の粒度はほぼ均―にそろってい

る。また、 3層 のようにきめの細かい砂粒

(シ ル ト質)が均質に堆積する部分もある。
こうした特徴から、SD41は安定 した水量が

ある水路として機能しており、水流によって

粒度淘汰を受けた土砂が次第に堆積 して溝を

埋めていったものと判断される。遺物が出土

するのは最上層である 1層のみで、溝がほば

埋まりきる直前の段階に廃棄されていること

が見て取れる。厳密には、遺物が置かれて以

降もある程度水量のある溝として一定期間機

能 していたはずで、この間土器は露出した状

態で放置されていたことになる。その後、溝

の水流作用による堆積物で、次第に土器は埋

没したことが上層から判断される。

Fig.97溝 遺構全体図に示 したように、 G
2区北側の一画には溝跡が集中し、 しかも

SD41と 切り合うことなく平行に走っている。

一見すると人為的に平行に配置されたように

見えるが、Tab.14(P。 98)に示したように、

これらは互いに時期の異なる溝である。SD
41が機能 していた古墳時代前期には、周辺

(少なくとも調査区内)に はこの溝 1条だけ

が流路として存在していたことがわかる。

3.遺物の出土状況

出土状況の全体図をFig。 135に示した。SD

41の埋土からは、残存状態の良い古墳時代前

期の土器 (いわゆる古式上師器)が多量に出

(1)島根県教育委員会2001『古志本郷遺跡Ⅱ』p127～  H ttSD58で も同様に、溝埋土最上層から古
式土師器が多数出土している。

(2)井戸跡SE01(p.177)、 掘立柱建物SB23(p224)と 、隣接するHⅡ 区で竪穴建物Ы01があるのみであ
る。 (S101に ついては註(1)文献)

(3)島根県教育委員会2002『古志本郷遺跡Ⅳ・放れ山横穴墓群 。只谷間府 。上沢Ⅲ遺跡 (分析編)』



土した。その総量は重量にして23,540gあ り、

検出範囲がわずか35mで あることを勘案する

と極めて出土密度が高い。実測図が作図でき

る程度に接合復元されたものはこのうちで48

個体あり、その重量は19,760gで ある。残り

の非掲載資料3,780gについては、乱暴な方

法ながら参考までに完形品の甕 (写真Fig.

152-18)1個分の重量840gで 割ると4.5個

分の重量となる。 したがって、あくまで目安

であるが、35mの長さの溝の中に50個以上の

上器が出土した計算となる。なお出上してか

ら取り上げをおこなう間に、完形品の鼓形器

台 1点と手捏ね土器 1点が盗難に遭い紛失し

てしまった。

前項で述べたように、土器が出上したのは

埋土最上層に限られ、それより下層には一切

遺物が含まれない。水平分布についてはFig.

135の遺構全体図から見て取れるように、検

出した溝全体にわたって分布しているが、完

形品に近い残存状態のよい破片が一定の間隔

をとるようにまとまりを持つ点が注意される。

最も集中するのはFig。 137に図示した範囲で、

甕 。器台 。高界が近接して出土した。それ以

外の地点については、1列に土器を並べたよ

うに溝幅の中心ラインに沿って出土している。

Fig。 136～ 1391こ は出土状況の拡大図を掲

載 した。残りの良い甕の出土状況についてそ

の傾きをみると、口縁を横に向けた横倒しの

状態のものが多い (15/23/24/25/38/45/48)。

口縁の向き (倒れた方向)に規則性は無い。

一方、口縁を上に向け正立 した状態のもの

(39/41)も 含まれている。正立 したものが

本来置かれたまま状態を保っているとみれば、

間隔をとって並べられたように出上した甕は

破損品の廃棄というより、意図をもって置き

並べられたものとみられる。甕などは本来正
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立する向きに立てられていた可能性がある。

前項で述べたように、これらの上器は現地に

廃棄されてから溝が完全に埋没するまでの一

定期間は露出した状態であったため、この間

に転倒 したのであろう。

4.遺物内容の概要
SD41か ら出土 した土器は図示できたもの

で甕31個体、壺 3個体、鼓形器台 6個体、高

堺 7個体、低脚堺 1個体である。甕はすべて

複合口縁の山陰系のもので、布留甕など他地

域からの搬入あるいは直接の影響を受けた模

倣品などは含まれない。非掲載としたものの

内訳は、弥生後期の甕 1点が含まれる他すべ

て甕の破片である。なおこれ以外に鼓形器台

の完形品 1個体と手捏ね土器 1個体を紛失 し

ている。

5,遺物の時期
SD41か ら出上 した土器の時期的位置づけ

を検討する。結果として、これらの上器は時

期的にばらつきがなくほぼ一型式にまとまり、

古墳時代前期前葉に位置づけられる。草田編

年
(1)の
草田 7期、小谷 2式 (布留 1式併行)(2)

と結論づけている。

この前後の時期の上器編年については、壺・

甕を中心に型式変化が把握されている。その

際に変化を示す主要な指標とされている要素

は、底部の丸底化と、日縁端部の形状、胴部

のプロポーションなどである。以下ではこの

点についてSD41出上の甕 。壺をみてみる。

まず底部の丸底化について検討する。底部

まで残存している個体はFig.141以 降に示 し

た小型 。中型甕
(3)15。

18・ 23・ 25・ 39。 41、

大型甕45、 大型壺48の計 8個体であった。こ

のうち小型・中型甕 6点の底はすべて丸く、

(1)赤澤秀則編1992『南講武草田遺跡』講武地区県営固場整備事業発掘調査報告書 5鹿島町教育委員
ハ

(2)小谷式の型式設定、併行関係の認識については松山智弘氏による下記の研究成果に依拠している。

松山智弘2000「小谷式再検討―出雲平野における新資料から一J『島根考古学会誌 第17集』島根

考古学会

松山智弘2002「神原神社古墳埋納坑出上の土器についてJ『ネ申原神社古墳』加茂町教育委員会

(3)甕の大中小は口縁径・器高の相対的区分で、本書の記述のための便宜上のものである。
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丸底化した後、すなわち松山氏の設定する小

谷式の範疇である。大型の甕45と 壺48は底部

に直径 5c14ほ どのごくわずかな平坦面をもつ

が、これは法量が大きいためで(1)、 /卜谷式に

先行するいわゆる大木式 (草田 6期古相)の

「痕跡的平底Jと は異なる。

次に胴部のプロポーションについて。胴部

の最大径位置は大型甕45がやや高い他は、す

べて中位にある。したがって肩を張らず、整っ

た楕円形か球形の胴部をもつ。また、甕の顕

部は比較的長くしっかりとした括れをもち、

一次口縁の退化はみられない。

上記の各要素を箇条書きすると、①底部は

完全に丸底化し、かつ口縁端部は肥圧させ平

坦面を持つ。したがって小谷 1式以降である。

②胴部のプロポーションは肩を張らない球胴

化したものである。したがって小谷 2式以降

である。③頸部の括れはしっかりしており、

内面のケズリも高い位置まで施される。した

がって、小谷 3式まで下らない。

上記の点を総合 し、SD41の土器群は小谷

2式に位置づけられるものであると結論づけ

た。

6。 遺物の詳細

SD41か ら出上 した土器のうち、遺存状態

が良く図化が可能であった48個体について掲

載 している。実測図をFig。 140～ 1461こ、写

真を149～ 157に掲載した。

以下では、掲載した遺物の詳細について述

べる。法量や調整などの基本蜘な項目につい

ては観察表Tab.21・ 22(p.165、 166)イこま

とめ、本項では特記すべき事項のみを述べる。

甕・壺では、肩部に施文されたものの割合

が比較的高い。このうち波状文は22/23/27/

32/37/39/41の 7個体に認められる。小型の

餐にはみられない。総じて波頂間隔が広くゆ

るやかな波を描 くが、間隔の狭い急なもの

(32/41)も 含まれる。 ttI邑 についてはそれ

ほど差異がないが、狭いもの (23/36)が一

部に存在する。施文原体は 4～ 6条の密なも

の以外に、 1条の線描きのもの (22/89)が
ある。

波状文以外の肩部施文としては、列点文

(40)、 2段の米粒列点文 (19/42)がある(2)。

これらはいずれも全周まわらず、土器の正面

観を示すものである。肩部に特別な施文がな

いものについては基本的にヨコハケを最終調

整としている。

こについては高さをもった頸部に羽状文が

施される (47/48)。 両者とも中軸線で上下

段を区画した有軸羽状文である。上下段のバ

ランスは、47については上段が狭く不均等、

48は上下段均等である。小谷式「後半」に、

上段幅が狭くなり不均等になる傾向が指摘さ

れている③ものの、本例の47については中軸

線と上下段の中軸がずれており、時期が下る

ものと一概に判断することはできない。

46は肩部に突起がつく壺である。実測図で

は対になるように示したが、実際には突起は

1箇所しかなく、反対側は破損していて突起

の有無が不明である。写真 (Fig。 157)で分

かるとおり突起は非常に小さく、把手として

実用に耐えるようなものではない。

(1)小型甕15の重量が780gであるのに対し、大型甕45は 2,540gあ る。

(2)42は破損状態に制約されて 2段に図示できていないが、実際にはわずかにその痕跡が残る。

(3)松山智弘2002「神原神社古墳埋納坑出上の土器についてJ『ネ申原神社古墳』加茂町教育委員会
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Tab.21 SD41出 土遺物観察表①

番号 種  別 器 TE
法  量 (cm)

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項) 残  存  度
口径 器高 底 径

1 古式上師器 高 邪 内外面 :橙色
lTN部内面 :桟方向のヘラミガキ/不部外面 :ハ ケ後 ヨヨナデ
/脚部内面 :端部にヨコハケ/脚部外面 :ク テハケ、端部は
ヨコハケ/3方 向の円形透孔/脚部外面に 3本の浅い沈線

郭部 :20%
脚部 :50%

2 古式上師器
郭
詢
高
卿 内外面 :自灰色 内面 :端部ハケ/外面 :縦方向のヘラミガキ 脚部の20%

3 古式上師器
高 郭
(脚部) 内外面 :浅黄橙色

闘畷芙すご矛学
部不定方向のハケメ/外面 :ハ ケメの後縦方

脚部の90%

4 古式土師器
郭
わ
高
榔

内面 :灰黄褐色
外面 :黄橙色

内面 :日 縁付近は横方向のヘラミガキ、下半は放射状のヘラ
ミガキ/外面 :横方向のヘラミガキ 郭部の70%

5 古式土師器
郭
わ
高
帥 内外面 :灰白色 内面 :ヘ ラケズリ/外面 :縦方向のヘラミガキ 筒部の50%

6 古式土師器 高  郭 郎蜘
蜘徹暢

癬習党ナ斉き
'瞭
夕飛出)丹ジ
め方向のハケメ後端部指

7 古式上師器
高 郭
(郭部 )

内外面 :に ぶい橙
色

内外面 :ナ デ 14N部は完形

8 古式上師器 醐ｍ
内外面 :橙色 内外面 :ナ デ 脚部の70%

9 古式土師器 器  台 内外面 i浅黄橙色 蕎評狽ツタ只亀3累びこ孝拳謂 :ミ竜耳単阿 全体の70%

古式土師器 器 台 内外面 :明 橙色 笑プで甲革昇僣纂掲醤学交ワ字会子〉召素赤召1雪管亨軍夕
脚部内面 :ヘ ラケズリ/脚部外面 :縦方向のヘラミガキ

全体の40%

古式上師器 器  台 内外面 :黄橙色
受部内面 :斜め方向のヘラミガキ/受部外面 :ヨ コナデの後
ヘラミガキ/脚部内面 :ヘ ラケズリ、端部 ヨコナデ/脚部外
面 :ヨ ヨナデ

全体の80%

古式上師器
器 台
(受部) 内外面 :橙色 内面 :横方向のヘラミガキ/外面 :ヨ コナデ 受部 :50%

古式土師器
器 台
(台部 )

面
面
内
外
にぶい橙色
浅黄橙色

内面 :ヘ ラケズ リ、端部 ヨヨナデ/外面 :縦方向のヘラミガ
キ 脚部の20%

古式上師器
台
紛
器
硲 内外面 :浅黄橙色 轟勢研1錦蔀貼毎む療1胤 :Ξ査軍争端脚部の20%

古式土師器 甕 内外面 :浅黄橙色
内面 :口縁部～頸部ヨヨナデ、以下横・縦方向のヘラケズリ
/外面 :日縁部―頸部ヨコナデ、以下タテ・ヨヨハケの後ナ
デ/外面胴部に煤

全体の90%

古式上師器 饗
内面 :黄橙色
外両 :に ぶい橙色 呆盪朋 部

ヨコナ訳捺宅手段辱饂拿伐争そ釜理農

古式上師器 甕 内外面 :灰白色 呂甲占晟鎖輯プデデ表み鵡 講 ,C浮
ケズリ/外

上半部の30%

古式土師器 甕 21 5 内外面 :灰黄褐色 響雰ク尿絡寸占鶏 軍夢み共¬弁マ茉慧努椙留冷5評
指押
上半部の80%

古式土師器 甕 内外面 :浅黄橙色 昼買
:日倭獣定義課目三チ雰t徴雫ザ娑々宮?穴『夕香索麺上半部の30%

古式上師器 甕 内外面 :浅黄橙色 環目1目綴即工轍 ffすデヽ以下斜
め方向のヘラケズリ/

口縁部のみ25%

21 古式土師器 甕 内外面 i浅黄橙色 郎辞薪避翻 茅表ろ龍嘩甲
のヘカズリ瑯 口縁部のみ100

%

古式土師器 甕 内外面 :浅黄橙色
面
面
デ

内
外
ナ

口縁部～頸部 ヨコナデ、以下斜め方向のヘラケズ リ/
口縁部～頸部 ヨヨナデ、以下縦・斜め方向のハケの後 口縁部のみ20%

古式上師器 饗 内外面 :灰白色 審口千早祭茫康晉著展詠t曇蔀督ξダタP終拿た多ヂ!哲響
ハケ、以下ナデ/肩部2条波状文

全体の80%

古式土師器 甕 と58 内外面 i灰白色
内面 :口 縁部～頸部 ヨコナデ、以下斜め方向のヘラケズ リ/
外面 :口 縁部～肩部 ヨヨナデ、以下不定方向のハケ、胴部以
下ハケの後ナデ/器壁特に薄い

上半部の90%

古式上師器 甕 内外面 :灰黄褐色 担肩部”
・縦方向のへ
部ョコナデ、

デ
ヽ
以下横
回縁部”頸
デ頸部ョコナ獅”日縁部”弾定方向の′、

面
部
不

内
胴
部

全体の80%

古式上師器 甕 内外面 :貢橙色 自甲占暑緊せ曇祭yfデ表み贔駐′巳Pヘ
ラケズリ/外 上半部の30%

古式上師器 甕
内面 :責橙色
外面 :浅黄橙色

内面 1口 縁部～頸部 ヨヨナデ、以下横方向のヘラケズリ/外
面 :胴部に煤、口縁部～頸部 ヨヨナデ、以下不定方向のハケ

上半部の90%

古式土師器 甕 内外面 :浅黄橙色 慇甲占涙緊鞄課撃デヌ芸了も頭手方向
のヘラケズリ/外

上半部の60%

古式土師器 餐 内外面 :灰貢褐色 内面
:口縁部～頸部ヨヨナデ、以下ヘラケズリ/外面 :

に煤、日縁部～頸部ヨコナデ、以下タテハケ
全体
口縁部のみ25%

古式土師器 甕 内外面 :灰白色 紹 i冨矮謙二轍ξ茅飛捧獣甥 箭
カズリ/ 口縁部のみ30%

古式土師器 甕 内外面 :橙色 害霧ふ里釜獣琶習ヂ夢こな魏錦務迎ち星烏
ハケ/外面:

回縁部のみ30%

古式土師器
甕
(胴部)

内外面 :に ない橙
色 吾甲康汗ぎ鳥報蛮今雲季、株経Fき鶏 冴£Γ

ケ/外
胴部のみ20%

古式土師器 饗 内外面 :浅黄橙色 内面
:口 縁部～頸部 ヨコナデ、以下横方向のヘラミガキ/外

面 :口 縁部～頸部 ヨコナデ、以下ヨヨハケ
上半部の80%

古式上師器 餐 内外面 :浅黄橙色 審甲占藤鼈軍撃茅表
・
鵡 訛 ,■息轟 与イ外上半部の15%

古式上師器 甕
醐

内面 :黄橙色
外面 :灰黄褐色

内面 :横方向のヘラケズリ/外面 :媒付着、 ヨコハケ 胴部のみ20%

古式上師器
甕
酷

内面 :浅黄橙色
外面 :黄橙色 内面 :横方向のヘラケズリ/外面 :不定方向のハケ 胴部のみ15%

古式土師器 餐 内外面 :灰白色 審甲占涙鍮鞄課撃fデ表ろ§攣 警,C浮ケ
ズリ/外

上半部の30%

古式土師器 餐 内外面 :灰黄悟色
内面 :日 縁部～ilF部 ヨコナデ、以下不定方向のハケ/外面 :

口縁部～頸部 ヨコナデ、以下斜め方向のヘラケズリ、胴部に
指押さえ

上半部の80%



第 6章  G区の調査

Tab.22 SD41出土遺物観察表②

番号 種  別 器 種

法  量 (cm)
色 調 調 整 (内 而/外面 /特記事項 ) 残  存  度

口径 器高 底 径

古式土師器 饗 257 内外面 :浅黄褐色 呈景ξ:景蟄「誓酵景Й4夏4算£轟3旱島0£毛命お|;F 全体の30%
古式上師器 蟹 172 内外面 :黄橙色 自甲占藤蚤鰈彗fデ表籍絨綜騨3埼ズリ/91 上半部の60%

古式土師器 甕
内面 :浅貢橙色
外面 :灰黄褐色

環目:忌累護符誓評邑禄素E強筆ビな妄夕F脅拿え縞桑糸筵
方向のハケ、以下ナデ

全体の80%

古式土師器 甕 170 内外面 :に ぶい橙
色 塞甲占涙祭赴曇祭プFヌ表

ブ
抜S摯]警,0浮ケズリ/外 上半部の40%

古式土師器 甕 内外雨 !灰白色 島甲占涙筆義薪蟄Fデ表功S事赳りi黒轟 与r外 回縁部のみ25%
古式上師器 甕

内外面 :に ぶい橙
色

内外面 :ヨ コナデ/外面煤付着 口縁部のみ15%

古式土師器 甕 内外面 :黄橙色 身旱亥遷写腎看斧F涙濠牽継 儲素展?書累雪びス写争全体の90%
古式土師器

(1同部 )
内外面 :黄橙色 陶顧ノ(察習?為悪てギ,総、電生そt熙訂著方胴部のみ8000

古式上師器 一鍾
内面 :に ぶい橙色
外面 :黄橙色

内面 :日 縁部～頸部 ヨヨナデ、以下 ヘラケズリ/外面 :口 縁
部ココナデ、頸部クテハケ

口縁部のみ20%

古式土師器 士霊 内外面 :炭黄橙色 農覇指昂管理テ嶽語F邑喉累追峯覇督曾夕騨?a系系是井尚
のハケ

全体の40%

Fig.147 SD41全 景写真 (土器出土状況、南東から)
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Fig.148 SD41土 器出土状況写真

(1:Fig,187の 一部、南西から 2:同、南東から 3:同、取り上げ中、北東から 4:Fig。 136の一部)
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Fig.149 SD41遺 物集合写真 (全体の一部)
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Ｄ４ＳFig.150 遺物写真① (高郭)
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Fig.151 SD41遺 物写真② (高堺・低脚堺・鼓形器台)
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Fig.152 SD41遺 物写真③ (甕 )
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Fig.153 SD41遺 物写真④ (甕 )
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Fig.154 SD41遺 物写真⑤ (甕 )
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Fig.155 SD41遺 物写真⑥ (甕 )


